
村田けい子です

みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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今年も歩きました！ 2018国民平和大行進

5.30原水爆禁止国民平和大行進 立科町役場－茂田井間

国連で核兵器禁止条約が批准され、50か国以上が各
議会で承認すれば発効するという劇的な情勢の変化を
受けて今年の平和行進は意気高いものとなりました。
更新に先立ち出発式が行われ、山浦副町長に歓迎と
連帯のご挨拶を寄せていただきました。

この日は夏らしく、突き刺すような暑い陽ざしが
照り付け木陰の恋しい時間帯を20数名で歩きまし
た。（昨年はドシャ降りでした。）

核廃絶のアピールを流す街宣車を先頭に茂田
井までの2kmの距離を汗だくで行進しました。茂
田井の集会所に着くと何と33℃、真夏日でした。

自然の神秘ア・ラ・カルト
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ごあいさつされる
山浦副町長

「はからめ」
その名の通り、
葉から芽が出て、
それがポロリと落ちると
根を生やして増えてい
くたくましい生命力を
持った植物、コダカラソ
ウです。子どもの数とい
い、どんどん増える繁
殖力といい、あやかりた
いですね。

花の臺（うてな）

かぐわしいバラの花びら
の間におわすのはアマ
ガエル殿。
暑い陽ざしも、この花
びらの間だったら届きま
せん。鳥にも見つからな
いし、ヒヤッとしてちょっ
と冷たいし、何より湾曲
した花弁の形がちょうど
いい座り心地、と見えて、
ずうっとそこにいました。

花と蝶
今年もニンニクの花
がきれいに咲きまし
た。我が家では食
用よりも鑑賞用。な
んといってもアゲハ
蝶がよくきて停まっ
てくれるのです。こ
の取り合わせは最
高。カラーでお見
せできず残念です。

必要か、イージス・アショア
（陸上配置型イージス防衛システム）

北朝鮮とアメリカとの首脳会
談において、北朝鮮は「完全な
非核化」、アメリカは「北朝鮮の
体制の保障」で合意し、朝鮮戦
争の終結を約束しました。
安倍政権が口実にしてきた
北朝鮮の脅威がなくなり、「平
和と協力の時代」へと歴史的
転換が行われました。にもかか
わらず、アメリカから陸上に配
置するミサイル防衛システムを
2,000億円以上かけて買い上
げる計画が進行し、山口県・秋
田県への配置を公表。
朝鮮半島と国際的な戦争へ
の危機が去ったのに、時代遅
れのミサイル防衛システムを巨
額の税金を使って導入予定。
完全なミサイル防衛はありませ
ん。ミサイルが飛ばないよう外
交努力こそが本命です。

今、世界中で核兵器を無くそうと運動が取り組まれていますが、その発端は日本の被爆者による運動が
始まりです。以来72年間、毎年日本中を網の目に原水爆の禁止を訴えてきた草の根の力が、世界を動か
しています。唯一の被爆国でありながら禁止条約に反対する日本政府。政府を取り替える運動も地道にコ
ツコツと。県知事選もそのチャンス。みなさん、がんばりましょうね。ｓ



地域の話題
7.3 （一社）信州たてしな観光協会発足
一丸となって“たてしなの魅力”発信へ

今年も開かれる原水爆禁止世界大会
代表派遣にカンパのご協力を！
核兵器廃絶署名も取り組みます！

これまで白樺リゾート観光協会・白樺

高原観光協会・蓼科山麓協力会に分
かれていた白樺高原の観光が一本化
し、7月1日より一般社団法人信州たて
しな観光協会となりました。まとまった力
で各種イベントの開催や魅力を発信す
ることができるようになり、大いに期待し
たいところです。
事務所は旧白樺高原観光協会に置く
予定、事務局長など事務局体制は

設立総会で選出された新理事のみなさん。「山も里も
一体となって「立科町」への交流人口を増やすために
全力を尽くします。皆さんのご協力を」と決意を固め
ました。

「アクティブな白樺湖
畔、ありのままの自然
の残る女神湖畔、そし
て農のある里地域とそ
れぞれの魅力を組み合
わせて新たな観光資源
を発信していきたい」
（要旨）新会長 田村
淳一さん（お食事処 山

木綿（ヤマユウ）代表

これから決まるとのことですが、新たに地域おこし協力隊員になった梅沢さんも
協力することに。彼女は旅行などフリーライターとして活躍された方で、町の魅
力発信に力を発揮してくれることでしょう。何よりも立科町の観光を担う皆さんが
一堂に会して、気持ちも新たに「さあヤルゾ！」と気迫のこもった明るい総会とな
りました。その後行われた懇親会では名刺交換など活発な交流が行われ、あち
こちで話し込む姿が見られました。議会も12名全員が参加し、新たな観光協会
の門出に立ち会いました。

【6月議会より】

「田舎に住みたい！」 ホッとステイ
－ホッとステイ 千葉県市川市福栄小学校5年生を迎えてー

今年もホットステイ事業が始まり我が家も協力。2日には元気
な5年生6人を我が家で受け入れました。
午前中は、畑を歩き、ナスやキュウリ、トマトの栽培状況を見
てからジャガイモ堀に挑戦。この日はとても暑かったので、畑
作業は1時間で終わりにし、石の部屋を見学、地球が生み出し
た様々な鉱物を直接見、手で触って「おッ、スゲェ」といいなが
ら見入っていました。どれでも好きなものをもっていっていいよ
というと、眼の色が変わり、あれもこれもと袋一杯の岩石を持ち
帰りました。お昼は子どもたちが掘り出したばかりのジャガイモ

わら細工名人・新田のファーブルであるＲさん
のお宅を訪問して、アゲハの幼虫がさなぎに
なって壁に留まっている様子を観察する子ども
たち。

を使ったみそ汁、茹でジャガイモのバター醤油味を出すと、「オイシイ！オイシイ！」といって平らげました。
午後は散歩。吊るし飾りの見学で手作りの金魚をもらい、わら細工名人宅でオニヤンマやアゲハの幼虫の
観察、田んぼの周りでカエルをワイワイ言いながら捕まえバケツに放り込む、お宮では水路で水遊び、靴
を脱いで裸足で水の冷たさ・きれいさを実感してもらいました。別のグループとも一緒になって、ワンちゃん
と水遊びでたっぷりと遊んでのびのびと時間を過ごしました。「オレ、田舎がいいな！」と農村のすばらしさ
の一端を感じてもらえたようです。

①議会に掛けずに専決処分で、国保税最高
限度額を引き上げ 54万から58万円に。私
は反対。

②クロスカントリー整備工事 5月23日契約
6,966万円で株式会社 小宮山土木が落札

工期は契約日から平成31年2月4日まで。
できるだけ早期完成を目指しています。

【工事の概要】
・クロスカントリ―ランニングコース幅員2.5ｍ
両側30㎝の路側帯あり 総延長1,688ｍ
平地1ｋｍ、傾斜地1ｋｍ、外周1，5㎞の３コース

・ランニングコース外側に遊歩道 延長730ｍ 幅員
２ｍ
・牧場との境に高さ1，1ｍの転落防止柵

③最終日に 教育長 宮坂晃さんの再任決定。
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